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Englishisspokeninmanycountries,buttheAustralianbrandisun一
mistakable.'G'day,mate'Yinbecurioustonon-Australianpeople,but
itTillbedelightfultotheearsofAussie.Inthispaper,apieceor
(1)'AustralianDailySpokenEnglish'isdisplayedasasampleofAusト
raliandailyspokenlanguage.Abrierlistor(2)'FoodTerms'isdis-
playedtoshowthegeneralfeatur･esofAustralianspokenEnglish.The
brierlistsof(3)'ShortenForms',(4)'RhymingSlangs'and(5)'Com-
monAussieExpressions'aredisplayedtosho†thefeaturesofAussie
English.
1.はじめに
話し言葉の研究は､まず､実際に使われている話し言葉を録音や記述によってサンプル
を取り､次ぎにそれを分析する方法をとる.この小論では､まず､オ-ス トラリアで最近
集めた日常語としての口語英語をごく一部だけ紹介し､それらを分析して得られた2､3
のオース トラリア口語英語の特徴を報告する｡
口語英語の研究は､その性質からして発音の説明から入るべきであるが､この小論に与
えられたスペースが少ないので､発音の説明はここでは割愛し､語句に限ってその概略を
実例をあげて報告する｡
日本においては､アメリカ英語､イギリス英語の研究が盛んで､それらに関しては数多
くの研究成果が報告されているが､オーストラリア英語､特にオーストラリア口語英語の
研究報告は､今のところ数が少ない｡それ故､この小論では､オーストラリア口語英語の
特徴を日本に紹介することを目的とする｡
*1岡山大学環境理工学部
*2FacultyofEnvironmentalScienceandTechnology,OkayamaUniversity
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2.観察商域の設定について
現実に使われている日常の口語英語の総てを観察することは不可能である｡そこで口語
英語のある部分を採って観察する｡その際､口語英語のどこを採って観察するかを決定し
なければならない.例えば､ ｢国会での討論｣ ｢放送中のアナウサーとリッスナ-の会話｣
｢商店における店員と顧客の会話｣ ｢学校での授業中の先生と生徒の会話｣ ｢病院で診察
中の医者と患者の会話｣ ｢家族の会話｣ ｢友達同士の会話｣ ｢夫婦の会話｣ ｢恋人同士の
会話｣ ｢警察における取調官と被疑者の会話｣ ｢交通事故を起こした加害者と被害者の会
話｣ ｢街にたむろするギャング同士の会話｣ ｢お年寄りと幼児の会話｣などそれぞれに特
徴があり､どれ 1つとっても､それだけでは日常生活総ての言語活動を代表することはで
きない｡従って､口語の研究は､まず､ 1つの領域を選定し､観察し､そこでの口語の特
徴を明らかにする｡次ぎに､この研究作業を別の領域に広げ､別な領域の口語の特徴を明
らかにする｡次々にこの研究作業を重ねて､その口語全体の特徴を明らかにする手法をと
る｡こうしてその口語全体の輪郭を記述してゆく｡
3.口語の性格を決定する要素について
口語活動の性格は､誰が話しているか､誰が聞いているか､誰がそこにいるか等 (参加
者)､また､何について話しているか等 (話題)､さらに､改まった調子か､砕けた調子
か等 (状況)によって決まってくる｡例えば､ ｢夫婦の会話｣であれば､当然のことなが
ら､大人の男と女が話し手であり､聞き手であることははっきりしているが､その人たち
の､例えば､職業によって言葉遣いはずいぶんと異なる｡更に､ ｢話題｣によってもその
言葉遣いは大きく異なる｡自分たちの可愛がっている子供のことを話しているのか､互い
に憎み合った末の自分たちの離婚のことを話しているのか､暇つぶLとして政治の問題に
ついて意見の交換をしているのか､家族の中に生じた問題解決のために自分の実家のこと
を連れ合いに説明しているのかによってその言葉遣いは大きく異なるものである｡さらに､
これらの会話が､子供たちも側にいる食卓の場で話されている会話なのか､それとも二人
だけの寝室で話されている会話なのか､それとも､パーティのような大勢の人前での夫婦
としての体面を保つために話されている会話なのかによって大きく異なる｡従って､口語
英語の性格は､その会話の参加者､話題､状況等に左右される｡
4.オース トラリア日常口語英語のサンプル
次ぎに､ColinBoylesの G'day!TeachYourselfAustrB/L'an J'n20EasyLessons(198
6,ANGUS良ROBERTSONPUBLISHERS)の中から､第2章"IntheDisco"とタイトルのついた､
ShaneとMackaの短い会話(p.7-9)を紹介しよう.デスコ内で若い二人の男子が ｢女漁り｣
をしている時のきわめて砕けた調子の会話の例である｡
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Shazle: Whatatopsort.(すごい奴だな)
Nacka: Where?(どこ?)
Shape: TheoneoverthereWiththeblondehairandthebignorks.(向こうのブロ
ンドの髪､ボインボインの胸の子)
Hacks: Woodenminegivinthatone.She'syithsometurkey.(イカスじゃないか.
彼女､ヒモと一緒だよ)
Shape: ThesmoothbastardWiththemo?(あの口髭をつけたへなちょこ野郎かい?)
Macka: Yinechagooveranseeifyacanyhiteantim?(ちょいと行ってものにでき
るか見てみようじゃないか?)
〈一方が立ち去って､ちょっと時間をおいて帰ってくる〉
Nacka:Yossamatter?Dipout?(どうだった? ダメ?)
Shame: Yeah.Putthear°yor°onneranshetoldJneterrackoff.(ダメoひどい
ことをさんざほざいた挙げ句にあっちへ行ってよだってよ)
Macka Problyalezzo.(きっとレズだよ)
Shape: ThinkI'llitthetoe.(オレ､帰ろうかな)
舶cka:Whataboutyetryanconupthosetwotartsinnercorner?(あの隅の二人
をちょっと当たって見ない?)
Shape: Nar,Ⅰ'veadthebomb.Youkickinon?(ダメだよ｡ オレはもうクタクタだよ｡
お前､まだやる気かい?)
Macka: Notstayinereonmepat,yabloodypiker.MitesyellcomeWithya.(ボク
はもういいよ｡お前もシケタ奴じゃのう｡お前と一緒に帰る方が良さそうだ)
Shape: Thisplaceisuptheshit,CodaSelina'snextime.(ここは本当にダメだo
今度はセリナの店に行こうよ)
この会話の話し手､聞き手は､Macka､Shaneで､ ｢二人の若い男子｣である｡多分親し
い友達同士であろう｡話題は､ ｢女漁り｣｡状況は ｢デスコの中｣で､全体がきわめて砕
けた調子の会話で性格づけられている｡
この小論では､いわゆる ｢俗語｣ ｢卑語｣も含めて､オーストラリア日常口語英語全体
を幅広く観察し､その特徴を報告する｡
5.オーストラリア日常口語英語のうち､特に ｢食事に関する語｣(FoodTerms)
次に､オース トラリア日常口語会話の中から､特に ｢食事に関する語｣を拾い上げて､
そのリストを提示する｡ ｢食事に関する語｣は､話し手や聞き手の性別､年齢､職業など
にあまり左右されず､廉く一般に誰にでも共通に使われる語群である｡オーストラリア日
常口語英語の全般的性格を観察するのに都合がよい｡まず､手始めに ｢食事に関する語｣
を概観することとする｡アルファベット順に捉示する｡
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bangers:ソーセージ(sausages)
bardJ'e:食べられる虫のさなぎ､幼虫(ediblegrub) くアボリジニーが食べる甲虫の幼虫
barra:バラマンデ､太平洋でとれる魚 くbarramundiの短縮形〉 から〉く短縮形〉
bI'nder:チーズ cheese 固形の食料
brekkJ'e:朝食(breakfastの幼児語から一般化した〉く短縮形〉
bru17Ch:朝食と昼食を一緒にした食事(breakfastandlunchinthesamemeal)
bubbleandsqueak:食事の残り物(left-overmeatandvegetables)
bLJJJocky'sjoy:砂糖水(treacle)
bum-nLJtS:く文字通りは ｢尻の実｣〉 卵(eggs)
bunghole:く文字通りは ｢樽の注ぎ口｣ ｢尻の穴｣の意味もある〉チーズ(cheese)
burL7tOFf'erJ'ngs:〈文字通りは ｢焼けこげの提供物｣〉焼けこげの食べ物(burntfood)
cackJeberry:く文字通りは ｢コケコッコ-の実｣〉 卵(egg)
caull'e:カリフラウワ-(cauliflower)く短縮形〉
cheerJ'o: ソ-セージ(smallpartysausage)
cheyandspey:持ち帰りの食べ物(take-awayfood)
chevie/chewy/chuttL'e/chatty:チューインガム(cheying-gum)く短縮形〉
chockL'es:チョコレー ト(chocolate)く短縮形〉
chook:A(chicken)
cock'sjoy:砂糖水(treacle)
cowjuJ'ce:く文字通りは ｢牛のジュース｣〉 ミルク(milk)
cuey/cLJ'e/cube:キュウリ(cucumber)〈短縮形〉
cuppa:休憩の茶､食後の茶(cupoftea,refreshments)
dagwoodsandFJ'ch:大きなサンドイッチ(verylargesandyich)
damper:原野で食べる手作りのパン(typeofoutbackbread)
deadhorse:く文字通りは ｢死んだ馬｣〉 トマ トソース(sauce)くrhymingslag〉
dJ'sh-Yater:く文字通りは ｢ご馳走の水｣〉 茶､コーヒー､スープ(Teaktea,coffee
dodger:パン､ソーセージなどの食べ物(bread;sausage) orsoup)
dog'seye:く文字通りは ｢犬の目｣〉 ミー トパイ(meatpie)くrhymingslang〉
drumstJ'ck:く文字通りは ｢太鼓の叩き棒｣〉鶏の脚肉(legofchicken)
f'artfodder:おならを出しやすい食べ物(anythingthatcausesflatulence)｢芋類｣
f'Jake:鮫の肉(filletofshark)
f']oater:く文字通りは ｢浮き｣〉まめスープに入れて出されるミー トパイ(pieingravy)
Flycemetry:く文字通りは ｢蝿の墓地｣〉 果物のスライス(fruitslice)
flybog:く文字通りは ｢蝿の便所｣〉 ジャム(jam)
goog:卵(egg)
googy-egg:那(egg)
grannJ'e:リンゴ(apple)
greasJ'es:青野菜(greenvegetables)
greens.･青野菜(greenvegetables)
gunk:まずい食べ物(unsavouryfood)
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heDf'ruJ't:卵(eggs)
husband-beater:〈文字通りは ｢夫を叩く樺｣〉 長い棒状のパン(longbreadstick)
johnny-Cake: 小さい手製のパン(typeofsmalldamper)
junkflood:持ち帰りの食べ物(take-awayfood) coatedcake)
JamL'DgtOn:チョコレー トとココナッツを塗ったカ菓子パン(chocolateandcoconut
lJ'ttleboys:文字通りは ｢小さい子供｣ 小さいソーセージ(cocktailsausages)
lobb]'es:伊勢海老(lobsters)く短縮形〉
]oJly-water: レモン水(lemonade)
loop-thelloop: スープ(soup)くrhymingslang〉
βarge:マーガリン(margarine)く短縮形〉
martI'es:トマ ト(tomatoes)
mash:マッシュポテ ト(mashedpotato)く短縮形〉
moo-juJ'ce:く文字通りは ｢モーのジュース､牛のジュース｣〉 ミルク(milk)
mountaI'DOysters:く文字通りは ｢山の蛎｣子羊の畢丸(testiclesoflambs)
mousetrap:く文字通りは ｢ネズミ捕り｣〉 チーズ(cheese)く通常は安物のまずいチーズ〉
muddJ'e:クィーンズランドの蟹(Queenslandmud-crab)く短縮形〉
murphy:ジャガイモ(potato)〈三音節語を二音節語に短縮〉
mushJ'C:マッシュルーム(mushroom)く短縮形〉
mysterybags:く文字通りは ｢不思議な袋｣〉 ソーセージ(sausages)
nana/nana/DamL'e:バナナ(banana)〈≡音節を二音節に短縮〉 achicken)
parson'sDose:く文字通りは ｢牧師の鼻｣〉 料理した鶏肉の尻部(tail-endof
pay:くホイップクリームと果実で飾ったメレンゲケーキ〉パブロバ(pavlova)く短縮形〉
reaperandbJ'nder:く文字通りは ｢刈り取り結束機｣〉 チーズ(cheese)
sammI'e:サンドイッチ(sandwich)く短縮形〉
sandI'e:クインズランドの蟹(Queenslandsand-crab)く短縮形〉
saDger:サンドイッチ(sandwich)く短縮形〉
sarnJ'es:サンドイッチ(sandwiches)く短縮形〉
say:サビロイくよく調味された乾燥ソーセージ〉(saveloy)〈短縮形〉
sJ'nker:パイ(pie)
smoke:一服 仕事の途中でとる休憩(refreshmentsduringayork-break)
snag:ソーセージ(sausage)〈短縮形〉
snarJer:ソーセージ(sausage)
Snorker:ソーセージ(sausage)
snot-Jog:カスタ-ドケ-キ(custard-slicecake)
spud:じゃがいも(potato)く三音節から-音節に短縮〉
stravbs:いちご(strayberries)く短縮形〉
take-away:お持ち帰りの食事(take-ayayfood)
tater/tatJ'e:じゃがいも(potato)
tea:夕食(血aineveningmeal)
tJ'DDeddog:缶詰の食べ物(anytinnedmead)
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uDdergrouDdmutton:〈文字通りは ｢地下の羊肉｣〉ウサギ(rabbit)
VegemJ'te:ページマイトく野菜から作ったジャム風の食べ物､オーストラリア人は好んで
パンに塗って食べる:afavouritespreadmadefromvegetableextract〉
vegL'es:野菜(vegetables) く短縮形〉
weeDL'es:小さなソーセージ(S皿aH cocktailsausages)
6.オーストラリア日常口語英語の中の ｢短縮形｣(ShortenForms)
上記のオース トラリア日常口語英語の ｢食事語｣(foodterms)を観察すると､bardJ'e,
barra,brekkI'e,bru17Ch,caulJ'e,chewie,chokJ'es,chook,cuey,greens, ]obbI'es,
marge,marties,mash,muddl'e,murPhy,nana,Pay,Say,Snag,SPud, vegJ'es,weeDjes
等のような ｢短縮形｣が目に付く｡そこで次ぎに､オース トラリア日常口語英語の中に見
られる ｢短縮形｣を列挙する｡
aboく軽蔑した言い方〉:aborigine(アボリジニー)
"HegivesitbacktotheAbos."(彼はアボリジニーを馬鹿にしている)
ambos:ambulancedrivers(救急車の運転手､乗務員)
"Callforambos."(救急車を呼んでくれ)
arvo:after.noon(午後) "seeyousethisarvo!"(今日の午後会おうね!)
…It'sThursdayaryo."(木曜日の午後ね)
"weplaytennisthisarvo."(今日の午後テニスをする)
AussJ'es:Astralians(オーストラリア人)<発音はオーズィ-ズ>
'AussJ'ebatler'.(オーストラリア人男)
barby,barbJ'e:barbecue(バーべキュ)
く肉の鉄板焼き､オース トラリアでは国民的な肉料理の仕方であり､
代表的なピクニックの方法〉
"TheyarebuildingabarbJ'einthebackyar･d."
(彼らは裏庭でバ-べキューを始めている)
bJ'ckJ'e:alotofmoney(金をたんまり)
bJ'kers: motorcycleriders(オ- トバイ運転手)
bI'kkJ'es:biscuits(ビスケット)
bL'zzo:business(仕事)
"shameisprettytoey(nervous)abouttheWholebL'zzo."
(シェーンは仕事には何でも神経質だ)
bottle-oh:bottlecollector(瓶の収集人)
brekky:breakfast(朝食)"AaronishavingbrekkJ'e."(アーロンは朝食を食べている)
brJ'ckI'e:bricklayer(煉瓦積み職人)
'HismateDavoisabrJ'ckJ'e."(ダーボーは煉瓦 積み職人だ)
chook:chicken(A)
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Chrl'ssL'e:Christmas(クリスマス)
compo:compensation(補候金)
"MrFosterisoncompo."(フォスター氏は失業補償金で暮らしている)
corrostude17tS:COrreSpOndencestudents(通信教育を受けている学生)
"Theyarecorrostudents."(彼らは通信教育を受けている)
cossje:syiTningcostume(水着)
DarJo:ダアーリングハーバー(DarlingHarbour)〈シドニー市内の地域名〉
"HelivesinDarlo."(彼はダーT)ングハーバーに住んでいる)
dekko:look(見ること)
delL':delicatessen(食料品店) "AtthedeJZ'."(食料品店で)
demo:demonstration(実技)
"Youcanstagedemotoprotoagainstgover･nmentpolicy."
(君たちは政府の政策に反対してデモしてもよい)
derro:derelict(社会から見放された人々)
deyo:devient(変わり者)
docos:documentaries(事実説明)
f']attjes:flat-Soledshoes(平底の靴),yomen'slow-heeledshoes(女性用平底の靴)
I-ootL'e,f'ooty:football(フッ トボール)
AustralianRulesFootball(オース トラリア ･ルール ･フットボール)
<ラグビーと似ているがラグビーとは異なるオース トラリアで人気のあるラグビー
風のボールゲーム>
f'ootyground:footballgrounds(フットボール場)
'YeparkedourcarbytheFootygrounds."
(フッ トボールグラウンドの側に車を停めた)
garbo:garbagecollector(生ゴミ収集人)
"Heisagarbo.Heforksasagarbo."(彼は生ゴミの収集人だ)
gastro:gastroenteritis(腹痛)
"Hehadgastroyesterday'sarvo."(彼は昨日の午後腹痛だった)
gerrfe:geriatrics(老人)
gI'n:femaleAborigine(女性のアボリジニー)
holJJ'es,(the):Christmasseason(クリスマスの季節)
]'nf-o:information(情報)
J'ourDOS:journalists(新聞記者)
"AjournoWritesforarag."(新聞記者はくだらない記事を書く)
kJ'ndJ'e:kindergarten(幼稚囲)
Jezzo:lesbian(レスビアン) "problysheisalezzo."(多分彼女はレスビアンだ)
lJ'ngo:language(言語)
JJ'ppL'e:lipstick(口紅)
Lotto:Lottery(宝くじ)
'HeWantstoyintheLotto."(彼は宝くじに当たるように期待している)
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medl'co:medicalpractitioner(医者)"Themedl'Codoesops."(その医者は手術をする)
memo･.memorandum(メモ､覚え書き)
mI'lko:milkman(牛乳配達人)"AmJ'Jkodeliversmilk."(牛乳配達人は牛乳を配達す)
mo:amoustache(口ひげ) …Hehasamo.'(奴は髭をつけている)
mozzJ'es:mosquitoes(蚊)
nashos:nationalservice(軍務)"HeWasinthenashos."(彼は軍務についていた)
Dl'ghtL'e:nightyear(寝着)
oz:Australia(オース トラ1)ア) <発音はオーズ ィ->
polJL'estydub(一杯飲み屋)
postL'e:postman(郵便配達人)
prezzL'es:presents(贈 り物) "tlegavemeaprezzJ'e."(彼は私に贈 り物をくれた)
repo:report(告げる) "TheyrepoyourWheels."(彼らが君の自動車事故を知らせた)
relL'es,relos:relatives(親戚､関係者)
Too:kangaroo(カンガルー)
rubbL'ty:rubbJ':motorcyclegangs(オー トバイ野郎)
Salyo:SalvationArmy(救世軍)
Santa:FatherChristmas(サンタクロース)
sl'ngJ)'e:Singlet(下着)
surf')'e:surfers(サーファー)
"sherantstobeasurf'Legr･OuPie."
(彼女はサーファーグループに入りたがっている)
tL'DL7L'es:tincans(缶入り飲み物､特にビール缶)
"TheSalvosconeroundyiththetjDnJ'es."
(救世軍がビール缶を持って寄付集めにきた)
trammJ'es:tramcars(路面電車)
truckJ'es:truckdrivers(トラックの運転手)
unL':university(*S)
LIFE:utility(小 トラック)
"Mr.FosterisunloadingbricksoffthebackofDavo'sute."
(フォスター氏はダ-ボーの車から煉瓦をおろしている)
rag:vagrant(放浪者)
yegJ'es:vegetables(野菜)"ThefruitologistsellsvegL'es."(果物屋は野菜を売る)
7.脚韻語(RhyningSlangs)
｢食事語｣(foodterms)を観察 して次ぎに気づ くことは､そのものの形状からオース ト
ラリア人独特の解釈の仕方で表現する語､例えば､bum-DUES(jW),cowjuJ'ce(ミル,ク),
dog'seye(ミートパイ),drumstick(層のm肉),f']ycemetry(男物のス ライス),
husband-beater(長い席次のパ ン),JI'ttleboys(/Jlきいソーセージノ,moo-juJ'ce(辛
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発ノ,mouDtaJ'DOysters(子羊の章元),parsoD'snose(対屠Lた男顔の腎部),under
groundmutton(ウサギ)等であるOその連想の豊かさは見事なものである｡
豊かなのは形状だけではない｡音声の利用にまで及ぶ｡次ぎに英語でrhymingslang(脚
韻語)と呼ばれる､本来の語と最終音節の音が同じになるように新 しく選ばれた､あるい
は作られた､オース トラリア独特の､いわゆる ｢語呂合わせ語｣を紹介する｡
AICapoDe:Telephone(電話)のこと "pickuptheAJCapone."(電話をくれ)
dogandboneともいうo "Answerthedogandbone."(電話をくれ)
eaudecoJogne ともいう｡"AnsyertheeaudecologDe."(電話をくれ)
babbJI'ngbrook:cook(料理)のこと
"YouaregoodatbabbJJ'ngbrook."(君は料理が上手だ)
bagoff'ruL't:Suit(服)のこと
"Youhaveayonderfulbagoff'ruL't."(君はいい服を持っているね)
balJarat:cat(描)のこと "Howisyourballarat?"(君の猫はどうした?)
BL']Jyljds:kids(子供たち)のこと
'HoynoisytheBL'lJyJJ'dsare!"(子供たちはうるさいな!)
BobHope:soap(石鹸)のこと
"WheredidyoubuythoseBobHopes?(石鹸をどこで買ったの?)
CaptaI'nCook:look(見る)のこと
"HaveaCaptaJ'nCook."(ちょっと見て)
cheeseandkL'sses:Mrs.(婦人)のこと
"idon'tlikethecheeseandkL'sses."(あの女は好きでない)
chL'naplate:yourmate(君の友達)のこと
"Yhat'schJ'DBP/atedoing?"(君の友達はなにをしているんだい?)
hollowJog:dog(犬)のこと
"Hoy'syourhoJJowlog?'(あんたの犬はどうしたい?)
"MyholJoylng,That?"(私の犬がどうしたって?)
JohnHops:cops(警察官)のこと
"YoucanseeJohnHopsthere."(あすこに警官がいるよ)
Oxf-olddoJlar:scholar(学者)のこと
"HowdumbtheOxf-olddolJaris!"(あの学者はなんと間抜けだ!)
Oxfordscholar:dollar(ドル)のこと
"YouboughtCauliesofanOxf'ordschoJar!"
(君は 1ドルもするカリフラウワ-を買ったの!)
SteakandKL'dL7eyISydney(シドニー)のこと
"I'llbeinSteakandKl'dDeybymorning."
(朝までにはシドニーに着く)
tJ't-I.or-tat:hat(帽子)のこと
"YouboughtanicetJ't-for-tat."(いい帽子を買ったね)
troubleaL7dstrJ'f'e;Wife(秦)のこと
255
256
岡山大学環境理工学部研究報告,1(1)1996年
"Hoyisyour troubleaztdsrI'f'e?"(奥さんのご機嫌はいかが?)
WarvJ'ckFarms:/WAR-rL'ckfa:mz/:arms(武器)のこと
8.オーストラリア人が好んで使う日常口語表現(Co血onExpressions)
最後にオーストラリア人が好んで使う日常口語表現を列挙しよう｡ ｢短縮語｣ ｢比喰語｣
｢脚韻語｣を駆使し､軽快で､連想が自由で､あたかも英語を楽しんでいる感がある｡
ace:すぼらしい(excellent),第一級の(firstinquality),すごい(outstanding)
"Thekidsthinkhe'sace.'(子供たちは彼をすごい奴だと思っている)
angoL7:ちょっと待て(Waitamoment)
"AngoD,aDgOn."(待て､待て)
aryo:宇摩(afternoon)
"Weplaytennisthisaryo."(俺たちは今日の午後テニスをする)
"Seeyousethisarvo!"(今日の午後会おう!)
avago:haveago=tryharder(頑張って)く通常は "yamug"(阿呆)それとも "you
fooJ"(馬鹿だね君は)を付け足して使う〉
'Avago,youfool."(しっかりしろ馬鹿だね)
barbJ'e:barbecue(バーべキュの短縮形)
"Let'ShavebarbJ'e."(バーべキュをしよう)
bewdyorbevdybottle:いいね(thebest);"bevdyfriend"(いい奴だね)
beyondtheBJackStump:farfromthecity(ど田舎),theoutback(へんぴな場所)
･"outintheyoopyoop"(ど田舎)
bl'DgJe:自動車事故(caraccident)
"HehadabJ'nglethismorning."(彼は今朝自動車事故を起こした)
bluey:携帯用の毛布く通常巻いて縛ってある〉(aswagorablacketroll)
'HehumpedthebJuey."(彼は田舎に出かけた)
bombedout:酔っぱらった(druDked)
'¶eisheavilybombedout."(彼はぐてんぐてんに酔っぱらっている)
bushed:くたぶれた(tired),迷った(lost),酔っぱらっている(drunk)
"Sheisalreadybushed."(彼女はもう酔っぱらっている)
bycrI'key:｢ああ､びっくりした !｣
くびっくりしたときの表現(anexpressionofsuprise)〉
cardJ't,kJ'ckedthebucket:死ぬ(todie);
'HecarpedL'tyesterday."(彼は昨日死んだ)
cashedup:たんまり現金を持っている(havingplentyofreadymoney)
く｢スカンピンだ｣の反対表現〉
"Thecashed-upshearersspenttheirchequesintheMenindeepub.
"(あの羊の毛刈人はメニンディのパブで金を全部使ってしまった)
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cheesed:飽き飽きした(bored),うんざりした(fedup)
"I'mcheesedoFfl"(私はうんざりだ)
cheyL'e:チューインガム (Cheyinggum)
"DoyouhaveachevJ'e?'(チインガムもってるかい?)
chL'ck:娘っこ(ayounggirl)
"Don'tseducesuchachick."(あんな娘に手を出すな)
chook:#%(adomesticfoyl,bardee,chicken)
chookraf'f'/e:くパブなどでやっているクジO賞品は鶏〉
chuckayI'lJy:生意気な態度をとる(yobbly,goberserk)
cobber:友人(friend)
cobberdobber:告げ口をする奴(personWhoinformsonafriend)
cocky:農夫 (afarmer)
"cowcocky"(牛飼い農夫);"Sheepcocky"(羊飼い農夫)
comeagutser:滑ってひっくり返る (cropper)(tofallheavily)
"Hecameagutserinthenewbusiness."(彼奴は新事業で失敗した)
cotcase:へとへとだ､寝るだけ (adrunkorexhaustedperson,fitonlyforbed)
couldeatabullockstuFf'edwithrabbJ'ts:腹がペコペコに減っている(extremely
deadhead:馬鹿な奴(astupidperson) hungry)
"You'redeadhead."(君は間抜けだ)
deadmarl'ne:空のビール瓶(anemptybeerbottle)
"Yedrankmuch.Theyaredeadmarine."(飲んだなoビールはもう空っぽだ)
deadset:絶対だ｡間違いない(certain;assuredmeaning'really')
"It'sdeadset."(そいつは間違いない)
deadsetagaJ'DStJ't(uncooperative):納得できないな､協力できないよ
dI'Dky-dJ':本物の(genuine)
"ihaveadinky-dJ'armybike."(オレは本物の軍用バイクを持っている)
doaNorm:馬鹿なことをする(toactfoolishly)
"stopdoL'17gaNorm."(くだらんことはやめろ)
dotheJolJy(melon;nana;loaf):怒る(togetveryangry)
"Don'tdotheJolJy."(怒らないで !)
dobJ'L7:言いつける､密告する､いやな仕事を他人に押しつける(tobetrayorreport
someonetotheauthorities,alsotonominatesomeoneforanunpleasant
task) "Ⅰ'11dobyouL'D."(お前がやれ)
doI'DgaMeJba(orMelba'sfareyell):なんべんもさよならを言う(sayinggoodbye
timeandtimeagain)｢さようなら｣と言ってまた出てきてまた ｢さようなら｣
doughy:馬鹿な奴(stupidperson) というo
droL7gO:馬鹿､のろま(stupidperson)
dryasdrover'sdog:すごく喉が乾いている(extremelythirsty)
duDL7y:田舎の屋外にあるトイレ.今では一般の公衆 トイレ(anoutsidetoilet)
esky:携帯用の氷を入れて使う冷蔵ボックス(aportableicebox)くbrandname〉
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f'aJ'rdJ'Dkum:本当､すぼらしい､本物(honest;genuine,really;honestly)
fal'renough:いいよ(aH right,acceptable)
f'aJ'rgo:ちゃんとやれ (achance;alsoanappealforfairness)
FJ'yefJ'ngerdI'scouJ7t:万引きする(shoplifting)
flake(out):倒れ込む､ぐっすり寝込む(tocollapse;tofallasleep)
f']atoutJJ'keaJL'zarddrL'DkJ'ng:
夢中になっている(lyingprone;alsorushed,extremelybusy)
f'lush:たんまり金を持っている(havingplentyofmoney)
fossJ'ck:ものを探す(tosearchforsomething)
f'/leakout:大げさに反応する(tohaveanextremereaction,goodorbad,to
f'ulJasagood(tick;boot):酔いつぶれた(drunk)
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something)
gameasNedKeJJyI勇敢である(verybrave)
くNedKellyはオース トラリアの伝説的に有名な1878年頃の強盗〉
garbage!:くだらねえ(anexclatnationmeaning"Whatrubbish!")
"Garbage!Idon'tbelieveyou!"(くだらねえ!お前なんか信じられない !)
getoffyourbL'ke.･怒る(getangry)
"Don'tgetof'f'yourbike.Calmdown.(怒らないで)
goodone:すげえ !(anexclamationofapprovalordisapproval)
goodo:いいよ 分かった(yes,allright!)
gutful:もうたくさん(morethanenough)
haveticketsononeseJf':だまされている(tobeconceited)
hL'tthedeck:ひれ伏す､頭を下げる(toduck;toputone'sheaddown)
hJ'tthetin:小銭を寄付する(toputmoneyinthekitty;tocontribute)
hooL7:がさつな奴(astupidoruncultivatedperson),馬鹿者(afool)
hooroo:バイバイ(goodbye)
jJ'ggJ'17g:学校をさぼる(playingtruantfromschool,Tagging)
kJ'ckL'D:小銭を寄付する(tohelpoutyithmoney)
knock:批判する､あらを探す(tocriticise,findfault)
'peoplearealwaysknockingtheGovernment."(人々はいつも政府を批判する)
knocker:口の悪い人(apersonWhomakesderogatoryremarks)
"He'saknocker.(彼は毒舌家だ)
IL'keahornetJ'nthebottle:大騒ぎだ(furious)
lJ'keapossumupagumtree:素早く動き回る(movingfast)
JL'kearatupadraJ'npz'pe:素早く動き回る(movingevenfaster)
JI'ngo:=#(language)
loaded:すっかり酔っぱらっている(extremelyyealtry;alsoverydrunk)
mate:君､仲間(goodorbestfriend)
く次の句でよく使う〉"G'day,mate."(こんにちは)
matL'Jda:仕事人が持ち歩く寝具としての毛布(ablanketrollcarriedbyasyagman)
m'oath:絶対(myoath;onmyoath)
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mug:馬鹿者 'youfool"(おい､馬鹿)のような言い方が普通
"You,mugcopper."(おい､ポリ公)
muJga:山野(roughcountry)
nI'ck:盗む(tosteal)
nI'ckof'f:立ち去る(togoayay) ="Loseyourself."(消え失せろ)
DL'cked:捕まる(tobecaught) "HegotDJ'cked.'(彼は捕まった)
DI'fty:気取った奴､賢い奴(stylish;clever;shrewdtothepointofdishonesty)
L70-hoper:間抜け､ダメな奴(anincoJnpetentperson;asocialmisfit)
"Heisarealno-hoperattennis."(彼は本当にテニスが下手だ)
nosh-up:ご馳走(agoodmeal)
ocher:典型的オース トラリア人(thearchetypaluncultivatedAustralianman)
く一般的なオース トラリア人のイメージは､ユーモアがある､なんでもできる､
何でも知っている､気取らない男〉
ooroo:バイバイ､さようなら(goodbye)
outback:都市から離れた田舎､荒れ地(inlandcountryfarayayfromthecities)
prang:自動車事故(minorcaraccident)
rackof'F:立ち去る(togoayay)='Loseyourself'(消え失せろ)
rJ'DgJ'n:補欠､付け足 し(asubstitute)
saDgerS:サンドイッチ(sandyiches)
"Didyoumakethesangers?'(あのサンドイッチは君が作ったの?)
scugy:みすぼらしい､汚らしい(mean,dirty,miserable,unpleasant)
shonky:質が悪い､インチキくさい(poorquality;shoddy)
sL'ckJ'e:病気と言って休む休暇(adaytakenoffyork)くしぼじば仮病を使う〉
skI'p:オース トラリア生まれの(Australian-born)くfromSkippytheKangaroo〉
stI'nker:嫌な奴(anobjectionableperson)
stonethecrows:ああびっくりした !(exclamationofastonishment)
swag:携帯用の寝具としてぐるぐる巻きにした毛布(ablanketrolloflightbedding)
swagman:転々と仕事をしながら移動する人｡移動手段は歩きだったO
(amanvhotravelsaroundthecountryonfootandtakesoddjobs)
ratbag:ゴロツキ(arogue;aneccentricperson)
rubbI'sh:他人を批判する(tocriticise;tomock)
tata:バイバイ(byebye)
tax:ごまかす(tosteal;tonick)
HmJe:ビール､ジュース等が入った缶(acanorbeer)
toorI'ght:｢合点だ !｣の意味の常套語句(anexclamationmeaning"quiteagree")
topdrop:上等のビール(agoodbeer)
trueblue:本物(genuine)
tvJ't:馬鹿者(afool) "AreyououtofyourtwJ't?"(気が狂ったか?)
up-ta-putty:くだらない(ternible)
vegJ'e:間抜けた奴だ(asillyperson)
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veg-out:くだらないことをする(todosomethingfoolish)
wagJ't:学校をサボル(toplaytruant)
wheeJL'e:車の運転中に車輪をキリキリいわせて角をまわる
(anoisyskiddingtur･nWhiledriving)
whopper:モノがでかい(somethingsurprisinglybig)
vovser:興ざめな奴､気取った奴(akilljoy;aprudishteetotaller)
vrJ'te-of'F:亡き者にする､全滅(atotalloss)
yakka:きつい仕事(hardorheavyyork)
yobbo:品のない馬鹿者(astupidoruncultivatedperson)
zonked(out)A.くたびれた､へとへとになった(tiredout;exhausted)
9.おわりに
言葉はその言葉を使う人の人柄を表す｡乱暴な物言いをする人は乱暴な性格の人に違い
ない｡丁寧なもの言いをする人は､丁寧な考え方をする人であろう｡早口の人は､決断も
早い人に違いない｡ゆっくり話す人は､ゆっくりと行動する人であろう｡しかし､これら
の言葉と人柄の関係は､ ｢晴れ着の標準語｣より､日常に使う ｢普段着の口語｣の方がは
るかに相関関係が強い｡
オース トラリア人を理解するためには､オース トラリア人が日常に使う英語をありのま
まに研究する必要がある｡しかしながら日本では､しばしばアメリカの英語､イギリスの
英語を通して､間接的にオース トラリア英語とオース トラリア人を見る傾向が強い｡その
結果､オース トラリア英語とオース トラリア人の性格とが､日本に直接的に伝えられてい
ない｡
この小論では､オース トラリア人が日常的に使う口語英語をほんの一部だけ紹介した｡
小さな小さな小窓から大きな大きな大陸を覗き見たに過ぎないo今後､多くの人々がオー
ストラリア英語を直接的に観察し研究することを期待する｡
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